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平
成
28
年

第
3
回
定
例
会
9 月定例会のあらまし

会
期
は
９
月
５
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
の
22
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
と
条
例
な
ど
の
議
案
21
件
、
ま
た
平

成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
な
ど
の
決
算
認
定
議
案
13
件
、
さ
ら
に
請

願
１
件
の
計
35
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
９
月
８
日
、
９
日
に
行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
の
意
見
書
案
１
件
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成27年度の決算を認定
〈一般会計歳出決算額〉

240億5,189万9千円
〈特別会計歳出決算額〉

108億2,228万4千円
平成27年度 一般会計の決算状況

市税（12.2％）
29億8,174万5千

地方譲与税（1.2％）
2億8,426万

総務費（26.5％）
63億6,534万5千

議会費（0.8％）
1億9,281万2千

民生費（22.4％）
53億7,742万2千

衛生費（6.5％）
15億6,965万2千

労働費（0.0％）
516万5千

農林水産業費（4.5％）
10億8,207万6千

商工費（1.1％）
2億7,183万7千

土木費（7.1％）
16億9,697万1千

消防費（4.8％）
11億6,261万2千

教育費（5.9％）
14億2,834万3千

災害復旧費（0.0％）
512万

公債費（12.3％）
29億6,383万5千

諸支出金（8.1％）
19億3,070万9千

地方交付税（37.9％）
92億7,515万8千

分担金･負担金（0.7％）
1億7,429万 （単位：円）

（単位：円）

国庫支出金（8.0％）
19億6,953万8千

県支出金（5.1％）
12億4,390万6千

財産収入（1.1％）
2億6,464万6千

寄附金（4.7％）
11億4,557万9千

繰入金（0.0％）
245万

繰越金（1.6％）
3億9,268万2千

その他（4.4％）
10億7,049万8千

市債（20.7％）
50億7,268万4千

地方消費税交付金
（2.5％）
6億1,721万5千

歳入合計
244億9,465万1千円

歳出合計
240億5,189万9千円

歳入合計　244億9,465万1千円

歳出合計　240億5,189万9千円

歳　入 歳　出
244億9,465万1千円 － 240億5,189万9千円

差　引 歳入歳出差引の4億4,275万2千円には、6,694万
9千円の繰越明許費繰越額を含みますので実質収
支額は3億7,580万3千円となります。＝4億4,275万2千円
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平成27年度決算 国東市民１人当たりでみてみると…

◆市民１人当たりが負担した税� 10万0,694円

◆市民１人当たりに使われたお金（一般会計）� 81万2,235円

市民税（個人・法人）
39,158円

市たばこ税
6,202円

議会費
6,511円

衛生費
53,007円

土木費
57,307円

災害復旧費
173円

総務費
214,958円

農林
水産業費
36,542円

消防費
39,262円

公債費
100,089円

民生費
181,596円

商工費･
労働費
9,355円

教育費
48,235円

諸支出金
65,200円

固定資産税
52,309円

市議会の運営に要する経費

健康診断や予防接種などの保健衛
生関係、ゴミ処理などの環境衛生
関係の経費

道路や河川の維持
管理・改良、区画整理や
都市計画に要する経費

台風・大雨などにより被害を受け
た道路や農林水産業施設などの復
旧のための経費

市の全般的な管理経費や地域振興
などの各種イベントや選挙などの
経費

農業振興などに要する経費

住民の生命や財産を守る
ための救急活動や消防の
ための経費

地方自治体が借り入れた地方債の
返済に要する経費

高齢者、障がい者、
児童福祉など住民福祉の
増進にかかる経費

商工業や観光振興などに
要する経費

学校教育、生涯学習、スポーツ、
文化財保護などの関係経費や
図書館運営に要する経費

基金への積立金や土地の購入費な
どに関する経費

その他
22円

軽自動車税
3,003円

算出に用いた人口は、29,612 人（平成 28年３月 31日現在の住民基本台帳人口）
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平成27年度　特別会計の決算状況
（単位千円）

区　　　　分
決　算　額 歳入歳出差引

①歳入額 ②歳出額 ①－②

住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,712 2,120 592

国東市立国東自動車学校特別会計 73,526 73,064 462

国民健康保険事業特別会計 4,945,510 4,900,903 44,607

介護保険事業特別会計（保険事業勘定） 3,726,719 3,636,841 89,878

介護保険事業特別会計（サービス事業勘定） 290,531 278,792 11,739

後期高齢者医療事業特別会計 431,367 430,770 597

簡易水道事業特別会計 669,094 557,624 111,470

公共下水道事業特別会計 246,881 240,837 6,044

特定環境保全公共下水道事業特別会計 672,818 662,965 9,853

農業集落排水事業特別会計 36,802 35,998 804

浄化槽設置事業特別会計 2,371 2,370 1

特別会計合計 11,098,331 10,822,284 276,047

平成27年度 公営企業関係の決算状況
（単位千円）

区　　　　分
決　算　額 収支差引

①収入額 ②支出額 ①－②

工業用水道事業特別会計
収益的 29,422 18,765 10,657

資本的 0 0 0

市民病院事業特別会計
収益的 3,616,191 3,528,765 87,426

資本的 34,600 344,592 △ 309,992
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決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑

航
空
機
燃
料
譲
与
税

　

航
空
機
燃
料
譲
与
税
が
３
１
７
７
万
円

で
、
昨
年
度
よ
り
33
・
６
％
増
額
に
な
っ

て
い
る
。要
因
は
。ま
た
具
体
的
な
使
途
は
。

　

県
に
も
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
増

額
の
原
因
を
解
明
す
る
に
い
た
っ
て
い

ま
せ
ん
。
使
途
に
つ
い
て
は
、
住
宅
騒

音
防
止
に
１
１
２
万
円
、
道
路
整
備
に

１
６
３
９
万
円
、
上
下
水
道
に
８
０
７
万

円
、
公
園
整
備
に
１
０
０
万
円
、
消
防
設

備
整
備
、
高
規
格
救
急
車
購
入
16
万
円
、

そ
の
他
５
０
３
万
円
で
す
。

非
常
備
消
防
費

　

非
常
備
消
防
費
は
消
防
団
ま
た
は
消
防

団
に
関
連
す
る
も
の
だ
が
、
一
般
職
の
人
件

費
２
５
２
６
万
９
３
０
０
円
は
何
人
分
か
。

　

６
名
分
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
消
防
本

部
総
務
課
に
所
属
す
る
消
防
団
担
当
職
員

２
名
分
と
本
庁
の
総
務
課
の
防
災
係
４
名

分
で
す
。

　

消
防
団
に
関
わ
る
費
用
だ
と
考
え
る
が
、

６
名
分
は
ふ
さ
わ
し
い
か
。

　

合
併
前
、
旧
４
町
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
総

務
課
の
防
災
担
当
職
員
が
消
防
団
業
務
を

担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
非
常
備
消
防
費

か
ら
職
員
給
与
を
支
出
し
て
お
り
、
そ
の

流
れ
を
踏
襲
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
費
目

が
い
い
の
か
、
来
年
の
当
初
予
算
に
向
け

て
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
事
業

　

地
域
生
活
支
援
事
業
に
８
５
１
１
万
円
。

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
が
約
１
２
２
０
万

円
で
、
残
り
の
６
４
５
０
万
円
が
国
東
市

の
一
般
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
補
助
率
の

高
い
事
業
で
あ
れ
ば
、
そ
の
財
源
で
総
額

２
億
６
千
万
円
の
事
業
が
で
き
る
の
で
は
。

　

地
域
生
活
支
援
事
業
は
、
障
が
い
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
責
務
と

し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
補
助
率

は
国
庫
補
助
50
％
、
都
道
府
県
、
市
町
村

が
そ
れ
ぞ
れ
25
％
で
す
が
、
事
業
に
よ
っ

て
は
そ
の
一
部
が
交
付
税
措
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
繰
越
分

　

滞
納
繰
越
分
の
調
定
額
５
８
０
７
万
円

は
、
す
べ
て
滞
納
額
な
の
か
。

　

調
定
額
は
平
成
26
年
度
実
績
の
未
収
入

額
５
５
０
３
万
円
と
平
成
27
年
度
現
年
度

分
３
０
４
万
円
の
合
計
で
す
。

　

調
定
額
は
内
部
的
な
意
思
に
基
づ
い

た
行
為
な
の
だ
か
ら
、
積
極
的
に
徴
収

の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
不
納
欠
損
額

５
４
５
万
円
の
理
由
は
。

　

大
き
な
不
納
欠
損
の
理
由
は
、
本
人
が

死
亡
し
相
続
人
が
い
な
い
、
住
所
不
明
、

生
活
困
窮
、
時
効
援
用
、
連
絡
が
取
れ
な

い
か
ら
で
す
。

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業
の
大
幅
減
額

　

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業
費

が
76
万
円
で
、
予
算
額
４
５
４
万
円
に
対

し
て
大
幅
減
額
だ
が
、
事
業
の
必
要
性
と

減
額
理
由
は
。

　

国
東
市
へ
の
移
住
定
住
を
促
進
す
る
事

業
で
す
。
当
初
は
都
市
圏
で
開
催
さ
れ
る

移
住
フ
ェ
ア
の
参
加
や
、移
住
体
験
ツ
ア
ー

や
交
流
事
業
な
ど
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
の

業
務
量
が
増
大
し
、
体
験
ツ
ア
ー
及
び
交

流
会
は
１
回
開
催
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
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主
な
議
案
（
条
例
改
正
等
）

国
東
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
国
東
市
空
家
対
策
協
議
会
の
定
数

増
員
）

定
員
を
７
人
以
内
か
ら
、
10
人
以
内
に
変

更
す
る
た
め
で
、
理
由
と
し
て
は
、
法
務

局
登
記
官
を
１
名
程
度
採
用
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
有
識
者
の
必
要
が
あ
っ
た
場

合
を
考
慮
し
ま
す
。

国
東
市
企
業
立
地
促
進
条
例
及
び
国
東
市
税

特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

企
業
立
地
の
促
進
を
図
る
た
め
、
投
資
額

を
５
０
０
０
万
円
か
ら
３
０
０
０
万
円
に
、

２
７
０
０
万
円
を
１
０
０
０
万
円
に
改
め
、

同
条
３
号
の
「
新
設
」
を
「
新
設
又
は
増
設
」

に
改
め
る
も
の
で
す
。

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
す
る
も
の
で

す
。
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
新
日
本
消
防

設
備
株
式
会
社
と
の
間
で
、
３
３
２
６
万
４

０
０
０
円
で
締
結
し
ま
し
た
（
財
源
と
し
て

は
、
昨
年
度
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
重
吉
氏

の
３
０
０
０
万
円
を
活
用
し
ま
す
）。

国
東
市
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

児
童
館
施
設
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

児
童
館
の
運
営
に
支
障
が
な
い
範
囲
内
で
、
児

童
館
設
置
の
目
的
以
外
で
も
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

現
在
ま
で
の
実
績
に
よ
る
事
業
費
の
増
額
で
す
。

●
国
見
複
合
庁
舎
建
設
事
業

老
朽
化
し
た
国
見
総
合
支
所
、
国
見
図
書
館
、

消
防
署
国
見
出
張
所
、
国
見
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
有
効
活
用
と
利
便
性
を
考
慮
し
、
施
設

の
複
合
化
を
図
る
た
め
、
来
年
度
建
設
に
向
け

て
設
計
測
量
等
を
行
い
ま
す
。

●
国
東
市
農
業
団
地
整
備
事
業

豪
雨
に
よ
る
施
設
へ
の
流
入
、
法
面
崩
壊
を

防
止
す
る
た
め
、
国
東
市
農
業
団
地
内
の
用
排

水
路
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

●
も
の
づ
く
り
産
業
地
域
連
携
推
進
事
業

地
域
経
済
の
好
循
環
や
雇
用
創
出
を
図
る
た

め
、
製
造
業
者
の
設
備
投
資
に
か
か
る
経
費
を

補
助
し
ま
す
。

●
災
害
復
旧
費

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
市
道
、
農

地
、
農
業
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
費
で
す
。

早期改修が望まれる国見総合支所
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平
成
27
年
度
決
算
の
認
定
以
外
の
議
案
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
議
案
（
補
正
予
算
）

一般会計補正予算

7億7,269万1千円を可決
補正後予算額は217億9,015万9千円

【補正予算の主な事業】
●ふるさと応援寄附金事業･････････････ 4億5,854万円
●国見複合庁舎建設事業･･･････････････････3,210万円
●企業等農業参入推進事業･･････････････････ 400万円
●国東市農業団地整備事業･･････････････････ 900万円
●ものづくり産業地域連携推進事業･････････1,000万円
●農地災害復旧費･････････････････････････1,200万円
●道路橋梁災害復旧費･････････････････････1,000万円
●海洋センター事業･･･････････････････････1,280万円

特別会計補正予算
●住宅新築資金等貸付事業････････････････････59万円
●国東市立国東自動車学校････････････････ △104万円
●国民健康保険事業･･･････････････････････4,818万円
●介護保険事業･････････････････････････ 1億361万円
●介護サービス事業････････････････････････ 176万円
●後期高齢者医療事業････････････････････ △556万円
●公共下水道事業････････････････････････････90万円
●特定環境保全公共下水道事業･･････････････ 394万円
●農業集落排水事業･････････････････････････ △1千円
●水道事業（収益的支出）････････････････ △223万円
●工業用水道事業（収益的支出）････････････ 793万円

※農業集落排水事業を除き1万円未満を四捨五入
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議
案
質
疑
は
９
月
14
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
質
疑

平成28年 第３回 定例会
市
営
住
宅
家
賃
請
求
の
訴
え
に
つ
い
て

家
賃
の
滞
納
の
総
額
が
１
５
５
万
３
７

０
０
円
と
個
人
と
し
て
は
多
額
で
あ
り
、

ど
う
い
う
状
況
で
こ
の
結
果
に
な
っ
た
か
、

ま
た
、
保
証
人
は
。

平
成
18
年
度
か
ら
で
、
調
定
額
２
６
５

万
円
に
対
し
て
、
１
６
２
万
１
０
０
０
円

納
付
、
し
か
し
な
が
ら
分
納
対
応
し
て
ま

し
た
が
、
家
庭
的
な
事
情
も
あ
り
、
扶
養

が
な
く
な
り
家
賃
が
倍
に
な
っ
た
こ
と
、

病
気
や
交
通
事
故
な
ど
で
、
保
証
人
に
つ

き
ま
し
て
は
、
死
亡
し
た
た
め
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
に
は
１
０
０
万
円
を
超
す
事
案
が

２
件
あ
り
ま
す
が
分
納
さ
れ
て
い
る
た
め

訴
訟
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
訴
え
た
方
に
は

今
後
も
、
分
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

株
式
会
社
産
業
創
出
機
構
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

貸
借
対
照
表
中
の
流
動
負
債
３
７
０
１

万
２
８
４
０
円
の
内
訳
は
。
ま
た
、
概
算

払
い
が
62
・
３
％
と
高
い
が
、
各
自
治
体

に
お
い
て
４
割
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
。

短
期
借
入
金
２
０
０
０
万
円
（
株
式
会

社
Ｂ
Ｅ
Ｔ
）
に
割
当
増
資
の
予
定
で
し

た
。
事
件
発
覚
後
登
記
が
で
き
て
お
ら
ず

借
入
金
と
し
て
処
理
、
市
と
し
て
は
、
出

資
に
振
り
替
え
が
で
き
な
い
か
確
認
中
で

す
。
役
員
借
入
金
１
０
７
５
万
６
２
２
５

円
の
内
訳
は
、
県
補
助
金
返
還
金
・
返
還

加
算
金
が
１
０
５
７
万
６
２
２
５
円
で
す
。

預
り
金
は
６
１
６
万
２
３
１
５
円
は
、
市

が
請
求
し
て
お
り
ま
す
セ
ト
ル
ゴ
事
業
の

委
託
費
の
預
入
金
で
す
。
そ
の
他
未
払
い

金
が
11
万
７
０
０
０
円
、
法
人
税
等
が
16

万
３
６
０
０
円
で
す
。
概
算
払
い
に
つ
き

ま
し
て
は
、
契
約
書
の
契
約
約
款
の
中
で
、

相
手
の
事
業
者
の
請
求
に
よ
り
概
算
払
い

し
た
も
の
で
す
。

流
動
資
産
と
し
て
売
掛
金
が
１
４
９
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
国

東
市
の
債
務
が
あ
る
の
か
。

国
東
市
の
債
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
機
構

か
ら
請
求
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
資
産
と

し
て
上
げ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
自
治
体
も

あ
り
、
回
収
で
き
る
話
し
は
聞
い
て
い
ま

せ
ん
。
市
と
し
て
も
機
構
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
株
主
と
し
て
、
し
っ
か
り
果

た
し
て
い
き
た
い
。

補
正
予
算
の
介
護
職
員
要
請
業
務
委
託
料
１

８
７
万
１
０
０
０
円
に
つ
い
て

定
員
や
対
象
者
の
受
講
料
内
訳
は
。

業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
市
内
同
等
の

養
成
研
修
を
過
去
に
実
績
の
あ
る
社
会
福

祉
法
人
安
岐
の
郷
を
予
定
。
募
集
人
員
は

20
名
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
福
祉
・
介

護
施
設
に
従
事
者
又
は
予
定
の
あ
る
方
。

受
講
料
は
、
テ
キ
ス
ト
代
・
実
習
費
用
と

し
て
２
万
円
で
す
。

国東市議会だより 44号 8



委
員
会
・
広
域
議
会
の
報
告

９
月
定
例
会
初
日
の
９
月
６
日
に
、
閉
会
中
の
委
員
会
の
活

動
・
調
査
研
究
に
つ
い
て
各
委
員
長
か
ら
、
ま
た
広
域
議
会
の

報
告
が
担
当
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会�

元
永
安
行
委
員
長

８
月
29
日
に
当
委
員
会
を
開
催
し
、
継
続
調

査
と
な
っ
て
い
た
伊
方
原
発
関
連
の
意
見
書
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
伊
方
原

発
再
稼
働
、
又
は
運
転
差
し
止
め
の
仮
処
分
の

申
請
な
ど
の
諸
般
の
状
況
を
今
後
も
注
視
し
な

が
ら
、
調
査
終
了
を
決
定
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会�

宮
園
正
敏
委
員
長

７
月
26
日
に
当
委
員
会
を
開
催
し
、
国
東
高

校
、
国
東
高
校
双
国
校
の
管
理
職
員
及
び
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
主

な
意
見
と
し
て
は
、
地
元
の
高
校
へ
の
進
路
指

導
の
徹
底
、
通
学
バ
ス
の
時
間
と
便
の
検
討
、

通
学
費
用
の
一
部
助
成
な
ど
が
出
さ
れ
、
今
後

も
継
続
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会�

秋
国
良
二
委
員
長

８
月
19
日
に
建
設
業
協
会
国
東
支
部
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
建
設
業
協
会
か
ら

土
木
関
係
事
業
の
着
実
な
実
施
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
家
屋
現
状
調
査
の
実
施
、
地
域
に
偏
ら
な

い
公
共
事
業
の
発
注
等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

今
後
、
議
会
と
し
て
行
政
と
調
整
し
て
い
き
ま

す
。広

報
特
別
委
員
会�

石
川
泰
也
委
員
長

６
月
６
日
、
７
月
１
日
、
11
日
、
21
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
議
会
だ
よ
り
第
43
号
の
発
行

に
む
け
て
の
編
集
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
行
政
視
察
、
議
会
報
告
会
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
８
月
８
日
、

第
43
号
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会�
野
田
忠
治
委
員
長

６
月
10
日
、
24
日
、
８
月
９
日
、
29
日
に
当

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
６
月
に
諮
問
さ
れ

た
次
回
改
選
時
に
お
け
る
議
員
定
数
に
つ
い
て

協
議
し
、
公
聴
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
化
に
向
け
て
の

調
査
チ
ー
ム
の
設
置
の
課
題
提
供
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
13
、
14
日
に
千
葉
県
柏
市
、
東
京

都
町
田
市
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

�

明
石
和
久
議
員

８
月
１
日
、
大
分
市
で
第
２
回
定
例
会
が
開

催
さ
れ
、
人
事
案
件
、
平
成
28
年
度
の
補
正
予

算
、
平
成
27
年
度
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
審
議

し
、
全
議
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事
務
組
合
議
会

�

森
正
二
議
員

７
月
26
日
に
第
２
回
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、

諸
報
告
が
あ
り
、
ご
み
処
理
施
設
に
か
か
る
進

捗
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
佐
・

高
田
・
国
東
広
域
事
務
組
合
会
計
補
正
予
算
の

ほ
か
、
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定
、
監
査

委
員
の
選
任
、
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
等
を

審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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一 /般 /質 /問

― 新耐震基準で建てられた建物は
耐震診断は行いません ―

耐震診断はしたのか

秋國　良二 議員（市民クラブ）

避
難
所
の
耐
震
対
策
は
。
熊
本
地
震

で
は
役
場
や
小
中
学
校
の
体
育
館
の
多

く
が
耐
震
補
強
を
し
て
い
た
が
、
使
用

不
能
に
な
っ
た
。耐
震
診
断
は
し
た
の
か
。

総
務
課
長

自
主
避
難
す
る
一
時
避
難
場
所
は

１
８
４
か
所
、
２
次
避
難
場
所
は
42
か

所
で
す
。
42
か
所
の
２
次
避
難
所
の

内
、
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で

建
て
ら
れ
た
建
物
は
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
済
で
す
。
昭
和
56
年
以
降
の
新

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
物
に
つ

い
て
は
、
耐
震
診
断
は
行
い
ま
せ
ん
。

２
次
避
難
場
所
で
新
耐
震
基
準
に
満

た
な
い
５
か
所
は
見
通
し
を
含
め
、
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
は
耐
震
補
強
し
た
と
こ
ろ

で
も
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

ど
こ
ま
で
を
対
応
す
る
か
で
す
が
、

経
費
的
に
も
か
か
り
ま
す
。
新
耐
震
の

基
準
で
建
て
た
も
の
は
、
機
能
を
果
た

せ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
橋
梁
の

耐
震
の
状
況
、
ま
た
、
道
路
イ
ン
フ
ラ

が
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
対
策
は
。

建
設
課
長

市
内
に
は
大
小
５
３
０
の
橋
梁
が

あ
り
ま
す
。
平
成
８
年
以
降
に
か
け
た

橋
は
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残

り
の
４
７
４
橋
に
つ
い
て
は
耐
震
化

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
か
ら
５
か
年
で
点
検

し
て
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
修

繕
計
画
を
立
て
て
、
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
３
橋
を
修
繕
し
ま

す
。
道
路
イ
ン
フ
ラ
対
策
は
県
が
平
成

27
年
６
月
に
作
成
し
た
大
分
県
道
路

啓
開
計
画

に
基
づ
い

て
、
各
土

木
事
務
所

単
位
で
実

施
計
画
を

策
定
中
で

す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
で
、
断
水
、

停
電
の
対
策
は
。
ま
た
、
情
報
伝
達
手

段
は
。

上
下
水
道
課
長

水
道
の
復
旧
対
策
は
応
急
給
水
と

応
急
復
旧
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
応
急
復
旧
は
国
東
市
管
工

事
協
同
組
合
と
水
道
施
設
災
害
応
急

工
事
等
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
の
で
、
早
期
に
復
旧
が
で
き
る
よ

う
務
め
ま
す
。

応
急
給
水
は
日
本
水
道
協
会
大
分

県
支
部
、
県
環
境
保
全
課
と
連
携
し
、

避
難
所
や
断
水
地
区
の
給
水
を
行
い

ま
す
。

総
務
課
長

市
内
の
２
次
避
難
場
所
で
は
３
か

所
以
外
、
自
家
発
電
の
設
備
等
は
あ
り

ま
せ
ん
。
発
電
機
の
備
蓄
は
18
台
で

す
。
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
自
家
発
電

装
置
が
あ
る
の
で
発
信
で
き
ま
す
。
受

信
の
各
家
庭
で
も
乾
電
池
の
点
検
、
備

蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

議
員

早期復旧が望まれる被災地
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一 /般 /質 /問

3
サンマル

0・1
イチマル

0 運動の推進を

― 啓発チラシを作成、推進をはかる ―

宮永　英次 議員（市民改革クラブ）

活かされるか？大分空港

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
、
30
・
10

運
動
の
推
進
を
。

環
境
衛
生
課
長

宴
会
等
で
最
初
の
30
分
間
と
終
わ

り
の
10
分
間
、
席
を
立
た
ず
食
事
を
楽

し
み
食
べ
残
し
を
な
く
そ
う
と
い
う

啓
発
チ
ラ
シ
を
市
の
方
で
作
成
、
宴
会

等
を
行
う
店
舗
な
ど
に
配
布
す
る
な

ど
の
協
力
を
お
願
い
し
推
進
を
図
り

ま
す
。

家
庭
に
向
け
て
は
、
も
っ
た
い
な
い

精
神
が
浸
透
し
て
い
く
よ
う
啓
発
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
動
を
広
め
る
に
は
、
企
業
や
飲
食

業
界
、市
民
に
対
し
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
意
識
付
け
が
大
事
。
条
例
化
し

定
着
を
図
っ
て
い
く
の
が
ベ
ス
ト
だ

と
思
う
が
。

環
境
衛
生
課
長

市
と
し
て
は
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
る
啓

発
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
は
条
例
の
制
定
ま
で
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て

本
市
の
子
育
て
支
援
策
で
、
現
制
度

の
人
数
や
年
齢
に
関
係
な
く
就
学
時

ま
で
保
育
料
の
完
全
無
料
化
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

福
祉
課
長

本
年
度
９
月
時
点
で
の
保
育
料
を

全
額
免
除
す
る
に
は
、
年
間
約
８
千
万

円
の
予
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
来
年
度
の
普
通
交
付
税
は
4.4
％
、

金
額
に
し
て
約
３
億
円
の
減
、
さ
ら
に

合
併
算
定
替
え
に
よ
る
減
額
は
約
３

億
９
千
万
円
と
な
り
、
合
わ
せ
て
約
６

億
９
千
万
円
の
減
額
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
保

育
料
の
完
全
無
料
化
は
困
難
と
考
え

ま
す
。

政
策
的
な
も
の
で
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長こ

う
い
う
制
度
を
始
め
る
と
や
め

る
の
は
難
し
い
の
で
、
恒
久
財
源
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
今
の
段
階
で
全
て
無

料
に
す
る
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。

東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て

大
分
空
港
経
由
ル
ー
ト
を
要
望
す

る
考
え
は
。

政
策
企
画
課
長

現
実
的
で
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
開
通
し
た
場
合
、
最
寄
り
の
新
幹

線
駅
か
ら
空
港
へ
の
２
次
交
通
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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一 /般 /質 /問

― 多面的機能支払交付金の活用を ―

ジャンボタニシの駆除に補助金を

丸小野　宣康 議員（徳象会）

少
子
高
齢
化
に
よ
る
農
業
後
継
者

の
激
減
と
不
在
村
者
所
有
農
地
の
増

加
等
で
、
田
畑
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る

中
、
イ
ノ
シ
シ
に
次
ぎ
今
度
は
、
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
の
繁
殖
範
囲
が
年
々
広

が
っ
て
い
る
。
市
内
の
生
息
状
況
は
。

農
政
課
長

国
見
町
99
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
国
東
町

93
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
武
蔵
町
83
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
安
岐
町
65
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
市
内

で
３
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
生
息
し
て

い
ま
す
。

被
害
状
況
は
。

農
政
課
長

市
内
で
90
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
の
被
害

で
あ
り
、
飼
料
用
稲
や
飼
料
米
な
ど
の

被
食
用
水
稲
に
被
害
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

飼
料
米
生
産
者
に
対
し
て
、
栽
培
指

導
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

駆
除
対
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
状
況
は
。

農
政
課
長

今
の
と
こ
ろ
、
市
報
に
よ
る
啓
発
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
年
間
を
通
じ

て
地
域
ぐ
る
み
で
駆
除
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
被
害
の
縮
小
に
つ
な
が

り
、
生
息
域
の
拡
大
防
止
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
交
付
金
申
請
等
の

事
務
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

農
政
課
長

事
務
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
土
地

改
良
区
が
市
内
全
域
の
事
務
委
託
を

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

駆
除
薬
剤
の
貝
類
へ
の
影
響
は
。

農
政
課
長

シ
ジ
ミ
、
ア
サ
リ
に
つ
い
て
は
問
題

な
い
よ
う
で
す
が
、
牡
蠣
に
つ
い
て
は

デ
ー
タ
が
な
い
の
で
慎
重
に
し
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

駆
除
薬
剤
に
対
し
助
成
は
出
来
な

い
か
。

農
政
課
長

３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
補
助
す
る

と
、
か
な
り
の
市
の
持
ち
出
し
に
な
り

恒
常
的
な
形
に
な
り
ま
す
。
交
付
金
事

業
を
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
に
力
を
入
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

交
付
金
事
業
に
つ
い
て
、
市
の
職

員
自
ら
地
域
に
入
っ
て
、
農
業
法
人
・

営
農
組
合
・
区
長
さ
ん
方
と
直
談
判
し

て
指
導
を
し
、
交
付
金
事
業
が
市
内
で

広
が
る
よ
う
努
力
を
し
て
頂
き
た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

ジャンボタニシの被害状況
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一 /般 /質 /問

選
挙
投
票
日
に
投
票
所
ま
で
の
移

動
手
段
と
し
て
バ
ス
の
運
行
を
考
え

て
い
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

今
現
在
、
国
東
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
地
理
的
な
状
況
等
を
勘
案
し
ま
す

と
、
公
平
性
、
公
正
性
を
欠
く
こ
と
の

な
い
よ
う
送
迎
バ
ス
を
運
行
す
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。自

家
用
車
な
ど
の
移
動
手
段
を
持

た
な
い
高
齢
者
な
ど
で
、
家
族
や
近

所
、
知
人
な
ど
の
車
に
乗
り
合
わ
せ
て

投
票
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

や
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
期
日
前
投

票
所
で
投
票
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

３
支
所
に
お
け
る
期
日
前
投
票
所

の
設
置
期
間
が
短
い
が
な
ぜ
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

今
回
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
国
東
期

日
前
投
票
所
を
17
日
間
、
国
見
、
武
蔵
、

安
岐
の
各
期
日
前
投
票
所
を
７
日
間
開

設
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
示
の
日
か
ら

投
票
日
ま
で
の
期
間
が
長
い
国
政
選
挙

や
県
知
事
選
挙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十

分
な
期
日
前
投
票
期
間
を
確
保
し
た
う

え
で
事
務
従
事
者
な
ど
の
人
的
な
面
や

期
日
前
投
票
所
に
か
か
る
経
費
の
面
か

ら
総
合
的
に
考
慮
し
、
開
設
期
間
を
設

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
期
日
前
投
票
所
の
期
間
、
国

見
、
武
蔵
、
安
岐
の
最
低
７
日
間
の
期

間
に
お
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
地
域

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
が
１
週

間
に
１
度
期
日
前
投
票
所
に
向
か
う

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
何
か
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
経
済
的
な
負
担
が
な
い
よ
う

な
形
で
う
ま
く
で
き
な
い
か
と
い
う

部
分
も
検
討
中
で
す
。

市
民
病
院
の
連
携
に
つ
い
て

市
民
病
院
の
医
療
現
場
と
事
務
サ

イ
ド
と
の
情
報
の
連
携
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
民
病
院
事
務
長

市
民
病
院
の
全
職
員
を
対
象
に
し

た
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
と
い
う
院
内
共

通
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
職
員
が
共

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
周
知
事
項

に
つ
い
て
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
情
報

の
共
有
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
業
務
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
平

成
24
年
度
よ
り
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

業
務
を
遂
行
す
る
場
合
は
、
業
務
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
、
医
療
行
為
等
が
発

生
す
る
各
医
療
現
場
か
ら
の
デ
ー
タ
、

情
報
等
を
集
約
し
担
当
者
の
確
認
作

業
を
経
て
、

請
求
義
務
、

請
求
業
務

に
至
り
連

携
業
務
は

構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

― 送迎バスを運行することは非常に難しい ―

選挙バス運行の考えはあるのか

宇都宮　郁 議員（緑風会）

議
員

議
員

議
員

地域医療に貢献する市民病院
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一 /般 /質 /問

― 来年度４月１日施行を目指す ―

中小企業活性化条例の制定は

野田　忠治 議員（新世会）

市
内
中
小
企
業
の
支
援
・
活
性
化
の

た
め
「
国
東
市
中
小
企
業
活
性
化
条

例
」
制
定
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

活
力
創
生
課
長

中
小
企
業
支
援
団
体
で
あ
る
国
東

市
商
工
会
か
ら
も
要
請
を
受
け
て
い

ま
す
。
来
年
度
、
条
例
制
定
、
４
月
１

日
施
行
に
向
け
現
在
準
備
し
て
い
ま

す
。中

小
企
業
者
や
関
係
機
関
の
意
見

を
聞
い
て
、
国
東
市
の
地
域
に
即
し
た

特
徴
の
あ
る
条
例
制
定
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
欲
し
い
。

活
力
創
生
課
長

他
市
の
条
例
、
市
内
業
者
の
状
況
等

を
精
査
し
て
、
国
東
市
に
合
っ
た
条
例

を
制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

施
設
の
維
持
管
理
と
、

有
効
活
用
に
つ
い
て

本
年
６
月
に
国
東
市
施
設
白
書
が

示
さ
れ
、
２
５
７
施
設
及
び
、
１
８
４

０
本
の
市
道
・
橋
梁
が
示
さ
れ
た
。
現

在
で
も
年
間
約

８
億
５
千
万
円

の
維
持
管
理
費

が
か
か
っ
て
い

る
。
老
朽
化
し

た
施
設
も
多
く
、

今
後
の
維
持
管

理
及
び
有
効
活

用
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る

の
か
。

財
政
課
長

今
後
公
共
施
設
を
維
持
し
て
い
く

に
は
膨
大
な
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
施

設
の
適
正
管
理
と
資
産
管
理
の
最
適

化
を
進
め
、
積
極
的
に
複
合
化
・
集
約

化
、
譲
渡
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。貸

し
付
け
を
し
て
も
、
将
来
的
に
は

施
設
は
残
り
大
き
な
維
持
管
理
費
が

将
来
に
わ
た
り
必
要
に
な
る
。
そ
こ

で
、
地
域
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
に

つ
な
が
る
な
ら
ば
地
元
の
中
小
企
業

や
誘
致
企
業
に
対
し
、
一
定
の
条
件
を

付
し
た
う
え
で
、
施
設
を
安
価
又
は
無

償
で
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

財
政
課
長

現
在
の
貸
付
状
況
等
を
勘
案
し
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
事
業
所
へ
の
譲

渡
、
貸
付
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
な

が
ら
中
小
企
業
の
振
興
に
配
慮
す
る
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
が
こ
の
ま
ま
残
っ
て
い
け
ば
、

財
政
が
厳
し
く
な
る
な
か
維
持
管
理

が
で
き
な
く
な
る
。
施
設
の
譲
渡
を
含

め
た
有
効
活
用
を
積
極
的
に
考
え
て

欲
し
い
。

財
政
課
長

本
年
度
か
ら
一
本
算
定
に
よ
る
交

付
税
の
カ
ッ
ト
が
あ
り
、
財
政
事
情
は

今
後
非
常
に
厳
し
く
な
り
ま
す
。
譲
渡

も
含
め
、
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
な
方

向
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

施設の状況の見える化した国東市施設白書
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一 /般 /質 /問

― 大分県原子力対策研究チームで
協議、対応しています ―

伊方原発再稼働国東市の避難計画は

吉田眞津子 議員（市民改革クラブ）

防災グッズとアルファ米

伊
方
原
発
再
稼
働
で
万
が
一
事
故

が
起
こ
り
、
国
東
市
民
が
避
難
し
な
い

と
い
け
な
い
放
射
能
が
測
定
さ
れ
た

場
合
、
ど
こ
に
い
け
ば
い
い
の
か
、
計

画
づ
く
り
は
で
き
て
い
る
か
。

総
務
課
長

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
県

と
県
内
の
沿
岸
地
域
関
係
の
各
市
で

大
分
県
原
子
力
災
害
対
策
研
究
チ
ー

ム
会
議
に
参
加
し
て
協
議
し
、
対
応
し

て
い
ま
す
。

屋
内
避
難
や
一
時
避
難
等
の
災
害

時
の
対
応
計
画
は
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

避
難
指
示
は
国
が
出
し
、
一
時
移
転

先
は
、
県
が
調
整
し
ま
す
。
市
の
計
画

策
定
の
予
定
は
な
く
、
市
は
情
報
伝
達

が
役
割
な
の
で
そ
れ
に
従
っ
て
安
心

で
き
る
形
を
指
示
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
市
の
職
員

も
被
災
す
る
。
動
け
な
い
事
情
を
考
え

た
時
、
そ
こ
に
住
む
職
員
が
避
難
所
の

運
営
を
し
て
い
く
方
法
も
考
え
て
い

る
か
。

総
務
課
長

地
理
的
な
問
題
や
地
域
性
の
部
分

に
つ
き
ま
し
て
も
該
当
地
区
に
一
番

周
知
し
た
人
間
を
配
置
す
る
よ
う
な

計
画
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
細
や
か
な

と
こ
ろ
ま
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
い
き

ま
す
。

罹
災
証
明
を
す
ぐ
に
発
行
で
き
る

体
制
づ
く
り
は
で
き
て
い
る
か
。

総
務
課
長

罹
災
証
明
は
自
治
事
務
で
す
。
大
規

模
災
害
の
場
合
は
災
害
時
相
互
応
援

協
定
に
よ
り
、
人
的
支
援
を
要
請
し
、

実
施
し
ま
す
。

避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保

の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
物

品
の
備
蓄
ま
で
に
は
、
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
は
食
糧
等
の
備
蓄
を
中
心
に

考
え
、
必
要
物
資
は
、
流
通
備
蓄
で
準

備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
避
難
所
の
登
録
数
と
受
け
入

れ
可
能
人
数
は
。

福
祉
課
長

市
内
10
の
法
人
と
協
定
を
結
び
、
17

の
施
設
を
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
受
け
入
れ
可
能
人
数
は
約

１
７
０
人
で
す
。
市
外
の
施
設
と
の
協

力
体
制
も
協
定
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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― 国東市防災行政無線個別受信機
管理規則を定め、管理しています ―

防災行政無線個別受信機の
事業所等への無償設置は

石川　泰也 議員（緑風会）

防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
に
つ

い
て
市
民
の
多
く
が
集
ま
る
事
業
所

等
へ
の
無
償
設
置
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

無
償
設
置
の
対
象
は
、
市
内
に
住
民

登
録
の
あ
る
世
帯
、
公
共
機
関
、
自
治

公
民
館
、
児
童
施
設
、
介
護
・
福
祉
施

設
の
う
ち
入
所
施
設
、
災
害
対
策
基

本
法
に
よ
る
指
定
公
共
機
関
、
災
害
・

防
災
に
関
す
る
協
定
を
県
及
び
市
と

締
結
し
て
い
る
団
体
の
施
設
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
施
設
、
事
業
所
、

家
庭
で
の
２
台
目
の
要
望
等
は
、
有
償

貸
与
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
を
中
心
と
し
た

医
療
・
介
護
の
連
携
は

市
民
病
院
、
市
内
医
療
機
関
、
介
護

施
設
、
行
政
と
の
連
携
は
。

市
民
病
院
事
務
長

市
民
病
院
で
は
、
急
性
期
の
疾
患
か

ら
回
復
期
、
在
宅
医
療
ま
で
担
っ
て
お

り
、
市
内
外
の
医
療
機
関
、
介
護
施
設

等
か
ら
の
入
院
、
転
院
等
の
手
続
き

や
、
退
院
支
援
等
の
施
設
連
携
業
務
を

地
域
医
療
連
携
室
が
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
医
療
機
関
と
の
連
携
の

一
つ
と
し
て
、
国
東
市
地
域
医
療
連
携

懇
話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
支
援
課
長

国
東
市
の
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
く
に
さ
き
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
（
ホ
ッ
ト
ネ
ッ

ト
）
が
立
ち
上
が
り
連
携
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

こ
の
事
務
局
を
国
東
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
い
各
種
会
議
、
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に

お
い
て
は
、
市
内
25
事
業
所
に
所
属
す

る
医
療
と
介
護
の
専
門
職
が
常
時
30

名
以
上
集
ま
り
、
定
例
会
を
毎
月
開
催

し
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
道
沿
線
の
草
刈
な
ど

今
後
の
対
応
は

高
齢
化
に
よ
り
草
刈
り
作
業
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
行
政
区
も
出
て
い

ま
す
が
、
そ
の
対
策
は
。

建
設
課
長

高
齢
化
等
に
よ
り
、
作
業
員
の
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
の
対
策
と
し
て
は
、
現
在
、
市
道

管
理
作
業
班
を
充
実
さ
せ
て
、
主
要
道

路
か
ら
作
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

緊
急
を
要
す
る
路
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
道
の
維
持
費
を
使
い
ま
し

て
、
業
者
委
託
を
す
る
こ
と
と
し
て
、

現
在
も
各
支
所
で
計
画
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

草刈り作業が困難となった市道
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議
会
運
営
委
員
会
は
８
月
23

日
・
24
日
に
、
大
阪
の
八
尾
市
議

会
と
京
都
府
で
の
講
習
会
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

八
尾
市
議
会
の
「
常
任
委
員
会

の
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
取

り
組
み
」
で
は
、
委
員
会
の
機
能

強
化
と
し
て
市
か
ら
提
案
さ
れ
た

議
案
を
、
各
常
任
委
員
会
が
所
轄

の
事
務
に
つ
い
て
テ
ー
マ
を
自
主
的
に

設
定
し
調
査
を
行
って
い
ま
す
。

「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
設
立
ま

で
の
経
過
と
審
査
方
法
に
つ
い
て
」

で
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
設

置
し
予
算
と
決
算
を
一
体
で
審
査

す
る
と
い
っ
た
新
し
い
取
り
組
み

で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
を
審
議
し

た
議
員
が
決
算
も
審
議
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を
予
算
に
反
映
す

る
こ
と
に
よ
り
議
会
の
チ
エ
ッ
ク

機
能
が
今
後
一
段
と
高
ま
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
教
育
委
員
会
と
合
同
で

10
月
13
日
㈭
か
ら
18
日
㈫
ま
で
の
間

の
４
日
間
に
、
市
内
の
幼
稚
園
、
小

学
校
及
び
中
学
校
の
計
６
園
、
15
校

の
学
校
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
、
学
校
で
は
、
学
校
組
織

の
確
立
の
最
終
年
で
各
種
の
取
り
組

み
を
組
織
的
に
進
め
る
工
夫
や
児

童
・
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
て
、

全
教
職
員
で
授
業
力
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
の
教

育
目
標
と
し
て
、「
郷
土
を
愛
す
」「
あ

き
ら
め
ず
」「
挨
拶
」「
掃
除
」
な
ど

を
定
め
て
、
重
点
的
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
し
て
、
さ
ら
に
達
成
指
標

を
作
り
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

学
力
や
体
力
は
年
々
向
上
し
て
お

り
、
今
後
と
も
教
科
に
よ
っ
て
は
習

熟
度
別
に
ク
ラ
ス
を
編
成
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
、
き
め
細
か
な
指
導
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
開
か
れ
た
議
会
の
実

現
と
し
て
「
議
場
の
一
般
開
放
」

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
「
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
」
の
推
進
等
、
積
極

的
な
議
会
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

京
都
で
行
わ
れ
た
「
議
員
力
、

議
会
力
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
で

は
、
地
方
議
会
を
め
ぐ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
の
講
習
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

ま
た
、
生
徒
指
導
上
、
気
に
な
る

児
童
、
生
徒
は
現
状
は
落
ち
着
い
て

い
る
よ
う
で
す
の
で
、
今
後
と
も
地

域
、
保
護
者
、
学
校
の
連
携
を
密
に

し
て
指
導
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
児
童
数
の
少
な
い
小
学
校

の
統
合
や
小
中
一
貫
教
育
校
の
設
立

問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
地

域
や
保
護
者
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
、

よ
り
よ
い
結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

学
校
訪
問
レ
ポ
ー
ト

議会改革に取り組む八尾市議会

初めての教育委員と合同での学校訪問
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常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

スクールソーシャル
ワーカーを配置

犯罪被害者等の支援に関
する条例制定の請願採択 総務

文教
厚生

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平

成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
議
案

６
件
と
条
例
改
正
議
案
３
件
、

承
認
１
件
を
審
査
し
、
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
事
業

老
朽
化
し
た
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
有
効
な
活
用
方

法
を
民
間
譲
渡
等
を
含
め
て
検

討
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
不

動
産
鑑
定
を
お
こ
な
う
も
の
で

す
。

地
域
介
護・福
祉
空
間
整
備
事
業

市
内
の
介
護
事
業
者
が
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
と
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
を
す
る
た

め
の
交
付
金
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

母
子･

父
子
家
庭
自
立
支
援
給

付
事
業

母
子
父
子
家
庭
の
母
・
父
が

看
護
師
等
の
資
格
取
得
の
た
め
、

１
年
以
上
養
成
機
関
で
修
学
す

る
場
合
の
生
活
費
負
担
を
軽
減

す
る
も
の
で
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
活
用
事
業
（
市
内
全
域
）

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
生

徒
指
導
上
の
諸
問
題
の
解
決
を

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
、

特
別
会
計
補
正
予
算
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
２
件
、
国
東
市
納
税

組
合
条
例
廃
止
、
物
品
購
入
締
結
、

財
産
の
無
償
貸
付
け
の
計
７
件
と

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支

援
に
関
す
る
条
例
制
定
を
求
め
る

請
願
書
に
つ
い
て
審
査
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
90
号
財
産
無
償
貸
付
に
つ

い
て旧

安
岐
高
校
跡
地
施
設
利
活

用
事
業
募
集
を
行
い
、
審
査
の

結
果
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
潜
水
株
式

会
社
を
選
定
し
ま
し
た
。
地
域

の
活
性
化
及
び
市
有
財
産
の
有

効
活
用
を
す
る
た
め
で
す
。

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す

る
条
例
制
定
の
請
願

国
東
市
民
の
誰
も
が
犯
罪
の
被

学校教育現場
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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

28
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
補

正
予
算
案
と
条
例
等
７
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
、
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。

国
東
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

企
業
立
地
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
必
要
な
助
成
措

置
を
行
う
た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

指
定
立
地
企
業
の
指
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
事
業
の
金
額
の
変
更
が

あ
り
、
一
層
指
定
を
受
け
や
す
い

条
件
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
１
周
年
記

念
事
業
を
開
催
す
る
た
め
の
国

東
市
産
品
支
援
事
業

こ
の
記
念
事
業
に
関
連
し
、
国

東
産
品
と
し
て
人
気
の
あ
る
国
東

産
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

国
東
市
観
光
協
会
と
意
見
交
換

国
東
市
観
光
協
会
と
国
東
市
の

観
光
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
は
国
東

市
観
光
の
た
め
の
広
告
を
大
阪
空

港
の
モ
ノ
レ
ー
ル
に
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

国
東
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正

産業
建設

目
指
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
家
庭
環
境
等
へ
の
働
き
か

け
を
行
う
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

国
東
演
劇
講
座
講
演
事
業

自
立
で
き
る
劇
団
を
め
ざ
し

青
年
座
映
画
放
送
㈱
の
協
力
の

も
と
、
脚
本
の
選
定
か
ら
本
番

公
演
の
実
施
に
至
る
ま
で
の
劇

団
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た

め
の
も
の
で
す
。

害
者
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
、
国
東
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
も
請
願

書
を
採
択
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

国東市観光協会との意見交換

有効活用の決まった安岐高校跡地

19 国東市議会だより 44号



議案等議決結果一覧
平成28年第３回定例会（平成28年９月26日）
【市長提出議案】
専決処分の承認を求めることについて（平成28年度国東市一般会計補正予算　第２号）････････････････････承　　認
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を求めることについて）････････････････････････････････報　　告
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を求めることについて）････････････････････････････････報　　告
専決処分の報告について（訴えの提起について）･･････････････････････････････････････････････････････報　　告
株式会社産業創出機構の経営状況の報告について････････････････････････････････････････････････････報　　告
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率の算定について･･････････････････････報　　告
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率の算定について････････････････････････報　　告
平成27年度国東市一般会計歳入歳出決算の認定について･･････････････････････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について････････････････････････認　　定
平成27年度国東市立国東自動車学校特別会計歳入歳出決算の認定について･･････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について･･････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について･･････････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について･･････････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について････････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について････････････････････認　　定
平成27年度国東市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について･･････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算の認定について････････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市工業用水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について････････････････････････････････認　　定
平成27年度国東市民病院事業特別会計歳入歳出決算の認定について････････････････････････････････････認　　定
平成28年度国東市一般会計補正予算（第３号）････････････････････････････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）･･････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市立国東自動車学校特別会計補正予算（第１号）････････････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）････････････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第１号　介護サービス事業勘定第１号）････原案可決
平成28年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）･･････････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）･･････････････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）･･････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）････････････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市水道事業特別会計補正予算（第１号）････････････････････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市工業用水道事業特別会計補正予算（第１号）･･････････････････････････････････････････原案可決
国東市税条例の一部改正について･･････････････････････････････････････････････････････････････････原案可決
国東市国民健康保険税条例の一部改正について･･････････････････････････････････････････････････････原案可決
国東市附属機関設置条例の一部改正について････････････････････････････････････････････････････････原案可決
国東市児童館条例の一部改正について･･････････････････････････････････････････････････････････････原案可決
国東市企業立地促進条例及び国東市税特別措置条例の一部改正について････････････････････････････････原案可決
国東市ひとり親家庭等医療費の助成に関する条例の一部改正について･･････････････････････････････････原案可決
国東市納税組合条例の廃止について････････････････････････････････････････････････････････････････原案可決
物品購入契約の締結について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････原案可決
平成28年度国東市一般会計補正予算（第４号）････････････････････････････････････････････････････････原案可決
財産の無償貸付について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････原案可決
人権擁護委員の推薦について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････適　　任
人権擁護委員の推薦について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････適　　任
人権擁護委員の推薦について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････適　　任
人権擁護委員の推薦について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････適　　任
人権擁護委員の推薦について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････適　　任
人権擁護委員の推薦について･･････････････････････････････････････････････････････････････････････適　　任
【議員発議】
地方財政の充実・強化を求める意見書（案）･･･････････････････････････････････････････････････････････原案可決
【請　　願】
犯罪被害者等の支援に関する条例制定を求める請願書････････････････････････････････････････････････採　　択

※以上、全て全会一致で、可決・認定しました。
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Q1 政務活動費とは
どういう目的で設置されたの？

Q2 政務活動費は
議員活動なら何にでもつかえるの？

Q3
議員にどれくらいの支給があるの？

※臼杵市・豊後大野市・由布市・津久見市・日出町・九重町・玖珠町・姫島村では政務活動費の支給はありません。
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地方議会を活性化するために、議員の審議能力の強化や調
査活動基盤の充実強化を図っていく手段として設置され、議
員の調査研究その他の活動に対して交付する仕組みになって
います。

政務活動費は、会派または会派に属さない議員に支給され
ます。市政に関する調査研究などに使い、政党活動、後援会
活動、選挙活動には使ってはいけません。

国東市議会では、１人月額 15,000 円が支給されます。これは議員報酬ではなく調査研究費、
研修費、広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費など議員活動に要する経費
として交付されるものです。従って使用しない場合は返還していくことになり、「収支報告」「領
収書」「視察報告書」の提出を義務付けています。公開資料については、国東市ホームページ
に掲載しています。
〈大分県18市町村の政務活動費〉

市　　名 政務活動費 支給方式年　額（円） 月　額（円）
大 分 市 100,000 会派
別 府 市 40,000 会派または会派に属さない議員
中 津 市 240,000 会派または会派に属さない議員
日 田 市 240,000 議員
佐 伯 市 200,000 会派または会派に属さない議員
竹 田 市 180,000 議員
豊 後 高 田 市 100,000 会派および会派に属さない議員
宇 佐 市 20,000 会派
杵 築 市 15,000 会派および会派に属さない議員
国 東 市 15,000 会派および会派に属さない議員

特集

議会Q A&
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国東市議会活性化特別委員会　報告
平成 28 年第２回定例会本会議にて、次回（平成 30 年）に行われる国東市議会議
員選挙の「議員定数に関する調査」について付託されました。

議会活性化特別委員会（第29回）開催
平成 28 年９月９日、議長より付託された「議員定数に関する調査」について委
員会を開催しました。まず、適切な定数を判断する為のデーターとして、県下他市
議会の状況について、①人口②面積③議員定数④有権者数⑤議員一人当たりの有権
者数⑥報酬⑦費用弁償⑧政務活動費⑨平成 28 年度一般会計当初予算⑩当初予算の
議会費と比率⑪平成 26 年度普通会計決算額⑫選挙における公費負担の状況の項目
を調査し比較検討しました。

議員定数に関する意見交換会（公聴会）を開催
平成 28 年 10 月４日の午前と午後の２回に分け市民が議員定数について、どのよ
うに考えているのか意見を聴取する為に公聴会を開催しました。
市内の各種団体代表者 49 名に案内し、36 名が参加され、様々な意見がだされま
した。定数減により周辺部の意見が届かない。近隣市との比較よりも国東市独自の
考えで決めて欲しい等の意見を中心に現状維持の意見や今後の財政難や人口減から
定数を減らす意見もあり、若者にもチャンスを与えるためにも定数を増やして欲し
いとの意見もありました。地域により議員の偏りがあり、合併当初のように選挙区
を設けて欲しいとの意見も出されました。
今後、調査項目及び公聴会により出された意見を参考に、当委員会にて十分に協
議、検討し本年度中を目途に意見集約し報告します。

アストくにさきマルチホールで行われた公聴会の様子

国東市議会だより 44号 22



＊国東市議会人権学習会開催＊
９月議会最終日の９月 26 日に国東市議会
人権研修会を講師に大分県人権問題研修講師
佐藤弘代さんを招き開催しました。
「自分らしく生きる～身近にある人権・同和
問題から～」と題して同和問題からなる人権
の重要８課題について研修しました。また一
番大切なことは継続して学習することであり、
継続していくことにより少しずつ差別意識を
無くしていくと話されていました。

大分県市議会議長会
議員研修会開催

10 月 11 日、大分市にて市議会議員研修会
が開催されました。大分県市議会議長会永松
弘基会長のあいさつでは大分県は一つとし情
報交換の必要性を述べられました。また、研
修会では、「不良長寿のすすめ」という演題で、
日常生活と免疫力について講演をしていただ
きました。最後に木田憲治前議長と丸小野宣
康前副議長が、市議会議長会長より感謝状の
表彰を受けました。

議会報告会を開催します
国東市議会は、市民の皆さんと議会が直
接語り合う議会報告会を開催します。今年
は初めての試みとして常任委員会ごとの３
班で各種団体を対象として行います。
まずは、下記の団体との議会報告会を計
画しています。国東市を、より住みやすく
発展させるように意見交換も行います。多
くの皆さんの意見をお待ちしています。

総　　務
日　時
11月29日㈫
午後６時30分
場　所
国東市消防本部　会議室
団体名
国東市消防団

文教厚生
日　時
11月24日㈭
午後６時30分
場　所
武蔵保健福祉センター
団体名
PTA関係団体（幼稚園、小中
学校、高等学校）

産業建設
日　時
11月21日㈪　午後６時
場　所
アストくにさき
マルチホール
団体名
農業経営者

昨年の議会報告会

23 国東市議会だより 44号



■
発
行
／
大
分
県
国
東
市
議
会
�

TE
L（
0978

）72-5196
　
　
　
　
大
分
県
国
東
市
国
東
町
鶴
川
149�

FAX（
0978

）72-5170
■
編
集
／
広
報
特
別
委
員
会

■
印
刷
／
い
づ
み
印
刷
株
式
会
社

発
行
責
任
者　

唯　

有　

幸　

明

広
報
委
員
長　

石　

川　

泰　

也

〃　

副
委
員
長　

明　

石　

和　

久

〃　
　

委　

員　

元　

永　

安　

行

〃　
　

委　

員　

吉　

田　

眞
津
子

〃　
　

委　

員　

瀧　

口　

公　

明

〃　
　

委　

員　

宇
都
宮　
　
　

郁

こ
の
夏
は
暑
い
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

水
田
の
稲
も
順
調
に
成
長
か
と
思
い
き
や
今

度
は
水
不
足
を
心
配
す
る
地
域
も
あ
り
ま
し

た
。
９
月
に
入
り
雨
に
恵
ま
れ
て
稲
穂
が
実

る
こ
ろ
今
度
は
、
台
風
や
長
雨
の
心
配
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
相
手
の
農
業
は

大
変
だ
。
し
か
し
食
糧
確
保
は
国
の
根
幹
を

な
す
。
自
然
と
い
え
ば
、
４
月
に
起
き
た
熊

本
・
大
分
地
震
に
対
し
ま
し
て
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
と
哀
悼
の
意
を

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
一
日
も
早
い
復
興

と
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
が
出
来
ま
す
よ
う

に
願
う
ば
か
り
で
す
。

過
去
に
は
「
想
定
外
」
で
済
ま
さ
れ
た
自

然
災
害
も
、
今
後
は
許
さ
れ
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
国
・
県
・
市
が
住
民
の
安
心
安

全
な
地
域
に
、
住
民
と
と
も
に
。

広
報
特
別
副
委
員
長　

明
石　

和
久

編

集

後

記

９日	 議会活性化特別委員会
19日	 産業建設委員会意見交換会

（建設業協会）
23～24日	 議会運営委員会視察研修

（大阪府八尾市）
24日	 大分県市議会議長会理事会

（大分市）
29日	 議会運営委員会
	 全員協議会
	 総務委員会
	 議会活性化特別委員会
５日	 第３回定例会開会
	 全員協議会
	 広報特別委員会
９日	 議会活性化特別委員会
14日	 議会運営委員会
15日	 総務委員会
	 文教厚生委員会
16日	 産業建設委員会
20日	 決算特別委員会
26日	 議会運営委員会
	 総務委員会
28日	 千葉県勝浦市議会行政視察来庁
30日	 広報特別委員会
４日	 議会活性化特別委員会公聴会
５日	 静岡県東伊豆町議会行政視察来庁
７日	 広報特別委員会
11日	 大分県市議会議長会議員研修
13～14日	 文教厚生委員会学校訪問
17～18日	 文教厚生委員会学校訪問
17～19日	 産業建設委員会行政視察
18～20日	 総務委員会行政視察
21日	 議長杯ゲートボール大会
24～26日	 文教厚生委員会行政視察
25日	 議長杯グランドゴルフ大会
27日	 福島県白河市議会行政視察来庁

8月

9月

10月

議会の動き

議会を
傍聴しませんか
次回、12月定例会の開会予定は

12月５日㈪です
傍聴を希望される方は、議会事務局まで
ご連絡ください。また、当日の受付も
行っています。
☎0978-72-5196（直通）
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（ ）年末年始にかけてお歳暮や年賀状を出す機会が多い季節ですが、
議員が答礼として直筆で出す以外は公職選挙法で禁止されてい
ます。市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

国東市議会の虚礼廃止にご協力を
お歳暮 年賀状
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